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1、はじめに

公益財回法人 'ヒ海道農業公社北海道農業担い手育成センターについて

2、北海道における農業担い手の現状と課題

3、北海道における新規就農(参入)支援策

4、酪農ヘルパーからの就農事例―一支援策検証

5、酪農ヘルバーの新規就農に期待
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公益財団法人 】ヒ海道農業公社の概況口可
(旧「側北海道農業担い手育成センター」)

く公益財団法人 】ヒ海道農業公社>

公社設立 :昭和45年 (1970)6月1日 (同年12月 26日 に

農地法に基づく農地保有合理化法人指定)

主な事業:担い手育成確保事業(平成21に000年4月1日から実施)

農地流動化事業

農村施設整備事業

農用地開発整備事業

首産振興事業

事業規模:287億 (平成24年度(2012)実績)

事 務 所:本所、支所9か所、牧場1か所

公益財団法人 引ヒ海道農業公社の概況‐2
(旧「働法人北海道農業担い手育成センタ

ー
」)

<旧 「欄北海道農業担い手育成センターJの設立経過>

設  立 :平成7年(1995)9月1日 (平成21年 (2009)4月1日に

農業開発公社と統合)

根拠法令 :青年等の就農促進のための資金の貸し付け等に関する

特別措置法第5条 &民 法第34条

職業紹介 :平成21年 (2009)10月1日に職業安定法に基づく

無料職業紹介の許可

正 会 員 i市町村・農業団体(UA含む)・北海道…Ⅲ184会 員

賛助会員【農業関係企業・団体等…・28会 員

事業規模 :約6憶 6,055万 (H24(2012)一般会計)

資金貸付【約43億 7,390万 円(H24(2012)年度末貸付残高)

住   所 :札幌市中央区北5条西6T目 1番地23

北海道通信ビル6F

電   話 :011-2フ 1-2255 011-241-7554

U  R L:htp//www adhokka do orJo/n naie htmi

- 7 -



担い手支援部(北海道農業担い手育成センター)の体制

<IBい 手支援部>

<担 い手農地部>

O担 い手支援対策の企画 調 整
O青 年札農給付金(準備型)の給付
管理副 理 事 長

担い手支援部長
批農相談課
O就 農相談 tnぃ 千支援事業
〇グリーンパー トナー対策

Pt農資金課
0就 農=l―資金の貸付 管 理担い手本部長

担い手農iL部長 農地管理課
O農 地保有合理化事業資金の管理

農地支援課
⑤農地の買入 売 渡
〇新規成農者への農場の貸付 譲 渡

北海道は土地面積が大きく、気象や立地条件などが地域によって異なることから、
それぞれの地域において特色ある農業が展開

北海道農業の地域別特色
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北海道の農家戸数

農家戸数は年々減少し、H24年 (2012)販売農家は約42,000戸

H12年(2000)の約63,000戸から21千 戸減少して約67%

生産法人rまH1 2年の1, 7 9 4法人からH2 5年の2, 3 3 4法人へ 1 6倍rこ増力回

農家戸数の減少とともに高齢化が進み、65才以上の比率は近年3割を超える

( 千 戸 )

120

100

30

60

40

20

0

35    34

農 家 戸 教 と 6 5歳 以 上 比 率 (農 業 就 業 人 口 )

35

( % )

40

35

30

25

20

15

ヤ0

5

0

34

31  -~
イ

“・一一

S60  H2   H7
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「農業構造動態調査J
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農業の担い手(経営体)の動向

O農 業経営体数は年々減少し、24年2月現在では4万4,200経営体。認定農業者数も、家族経営の
法人経営への移行等から減少に転じており24年3月現在で3万 1,763戸
O農 業生産法人数は年々増加し、25年1月現在では2i334法人。このうち複数戸法人は337法人
O新 規就農者数は、近年は概ね600～700人で推移。24年は626人で、前年に比べ52人の減少
O農 作業を積け負うコントラクター数は、23年度末現在では316組織で年々増加

■農業経営体数と認定農業者数の推移

0731  口 選 経自体激 一 認定捜業者致

口農業生産法人数の推移
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酷農における新規就農者の推移

北海道酪農の担い手の状況

狗

加

蜘

ｍ

『

。

ロロ 新規就農

ロロ 前規春入

―  (うち趣 り′ 裟 )

‐ ‐ 全体新規獣

資料1道吉産振興課調べ

】

年 次 H17 Ⅲ10 Ⅲ20 H2J H22 H24
」椅戸数(期
旨)

0126 ,9oo 7,11 7546 フ34, 6971

■荷停止戸数
l) 234 211 200 225 ,75 265 226

新規出荷戸数
てら)

20 24 35 22 19 20 15

ヱ少戸鋭
10-② )

214 196 201 157 175 227 210

減少 (%) 261 237 2S3 260 214 245 326 316
2月～翌年1月

【生享t出市停止戸数の内訳(23年)】(単位十戸 %)

高齢|し後継者問題 50(196)

経営不振将来不安 46(180)

経営者の事敏疾病尊 26(,o2)

経営転換 lⅢ2(483)

その他(法人化労働力減少等) 21(8り

合  計 255(1000

『農業経営の担い手確保と定着条件』
(北海道内での農業参入への夢を実現した24の 事例集)

耕種継承事例 畜産継承事例

1骨督骨豊岳景暑骨倉啓忌督眉j
9題 日市 演 日 爾 立

着】科喚逆ネ軍慰奇母塩十

I「F a‐ E  H● 的々 と登モ■,8

景碧窓部2聟 1宇描点を
器 件

― " 績 ● 入 者 = " 束 ―
ほ 類 売か壊 駒 88韓 帆 F
その2日隆にはHコ t束 臨し
,耳 ■りせ,に 対」あ旋
そして1年定,すで雌 々tF4
取 略 雷0と 【=,窮 oる

11三 堂市 野見山朋乗さ4登 条どん

::盤帥 fほ!竹
1・吻よ

な=,a氏 大 ■■とを表合H
―■■0=入  頚 itt● ●_

14芸 深町
古川溝芝せん隔`,

SS鞘鋒岳撃塩挙ぷ対岳ォI

8 HHt,に ,,研 確お円略する=
gゎ 。トラt7,てほと
それEめ,す●風Oagて 研ほモ
再スタート 予定口じttEttHt寓を

票r.レ 舟 ,出しもちコ

16天 塩町 高 岡尚れ た東縄子立

1 戦
艦繁鑑盲常増
t l 。
入_

21中 札内材
回中賢怒、

:鵠絆為】揺J煙督器憎路ギ【に

- 1 0 -



新規参入者への就農支援システム事例-1

量 初に本気で新規参入者を受入れるかを徹底して話し合う～

rl修プログラムの作成
lt‐
‐プログラムの作成

就農志望理由 作付希望品目

就農希望地 資金準備

(研修先健夕のあっせん)

□

□

0仕 農希望者への市根提供
祉模神談会の開催
模単人フェアー  な ど

★農業公社(担い手育成センター)
★地域担い手センター(市町村等)

●1世J工支岐件市サの1と‖|

方=■‖押の■忙

は午Lは ,)|卜古)レⅢl

仕1刊分lt

'八 iⅢⅢ■いど,どイヽ■
41i「やコ】tヤい亡tiた針

■rl)■4Jい件■'(本人‖,
げ■ 卜 内容″,性IJ

★就農希望地域の関係機関
(地域担い手センター)

☆轡儀法人'著 ●lt班文ほ件神によるⅢ卜に|1仰
,mどフ・″ラ■iど|ケ冊iよ
Ⅲ「は,■ クラ■、■riし
●li「‖志
●!“■皮共十1卜のを■市
●ム円ドネヤ=ドt

0 1ヒl S t支授体制による札農Ⅲ L F r
l=J!1世,||,Ⅲ II■

=1 ■[″'1市1lt

O戒 特作目の社討
■ⅢLi上 |ヤ||")‖:||

O宮 催引画の作成
0資 4討 面 (対t )  な ど

新規就農者 (新規参入者)への支援施策-1

0新規就農時に利用可能な支援施策

O青 年就農給付金(国)
・45歳 未満で就農(雇用就農を含む)を予定する者が行う農業研修に対し

最長2年間各年150万 円を給付

1膚 署森題添寝督啓雰巣
た者に対し、最長5年 間各年150万 円を給付 (夫
5万 円)

O農 地保有合理化事業(国)
・地域における農地の利用集積と効率的 ・安定的な経営体の確保 ・育成を

図るため、農地保有合理化法人 (北海道農業公荘等)が 、経営縮刀ヽ者や

離農者 等から農用地等を買入れ担い手農業者等に一定期間貸付後、

完渡を行う事業

O経 営林育成支援事業 (国)
・融資主体型補助事業:融資残に対し3/10以 内300万 円を限度に助成

O農 畜産業機械リース

・新規就農者が営農開始に必要な農業機械をリースする場合物件購入相当の

1/2以 内を支援

- 1 1 -



新規就農者 (新規参入者)への支援施策-2

0新 規就農時に利用可能な制度資金-1

(1)就農支援資金

資金の種類 就農研修資金 崩農準備資金 就模施設等資金

資金内容
農業技術を習得するための
研修に必要な資金

資格の取得、就農先の調査
住居の移転等就農に当つての
準備に必要な資金

農業経営を開始する際の機
会購入、施設の設置等に必
要な資金

青年の場合
15歳 以上40才 未満
(指導研修は40歳未満)

15歳 以上40才 未満
15歳 以上40才 未満
(就農計回認定時)

食付限度額

水 農業大学校→5万円/月
先進農家等→15万 円/月
指導研修→200万 円(1回)

ヤ

*

2 0 0 万 円

3 700万 円
(2300万 円を超える分につ
いては、事業費の2分の1以

内)

憤這(措置)期間 20(9)年 以内 20(9)年 以内 Ⅲ2(5)年以内

中高年の場合
40歳 以上65才 未満
ll旨革研修を除く)

40歳 以上65才 未満 40歳 以上65才 未満

貸付曝度類
I農業大学枝→5万円/月
*先進農家等→15万円/月

200万 円

2  7 0 0万 円
(1 800万 円を超える分につ
いては 事業貴の2分の 1以
内)

憤還(猪置)期間 12(5)年 以内 12(5)年 以内 Ⅲ2(5)年 以内

注 指導研修とま普及指導員等の指導を受けながら行う在宅研修

新規就農者 (新規参入者)への支援施策-3

0新 規就農時に利用可能な制度資金-2

(2)公的農業融資制度の概要

農業近代化資金及び日本政策金融公庫資金並びに農業改良資金について、融資条件の改

善等が行われ借入希望者の要件に応じた機動的な資金選択が可能。

資 金 名

農業近代化資金

日本政策金融公庫資金

農業改嵐資金

認定農業者向け

その他担い手向け

農美経営基盤強イヒ資金

(ス
ー′ヾ―L)

資金の性格専 経営改善のための一般的な長期資金(有利子) 特別な場合の長期資金
(無利子)

農協等民間金融機関
の貸付のうち政策的要
件に該当するものに利
子補裕

埜還期間、資金規模、空登
使途の面で農協等民間金
融機関で対応し難い場合に
日本公庫が融資

新作物分野 流通加工

分野 新技術にチャレン
ジする場合に無利子資
金を日本公庫が融資
※H22101か ら貸付主
体が道から日本公庫へ

移管
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新規就農者 (新規参入者)への支援施策-4

0新 規就農時に利用可能な系統資金

(1)」 A新 規就農サ芯援資金(JAにより取扱が異なります)

(2)JA北 海道信運 新 規就農者資金l」Aが 窓日となり信連で審査 貸 付を
行います)

資金種'! 資金使途 貸付限度 E済 期間 融資■率 岳権保全 貸付の相手方

」A新規就農
応援資金

祈規就農者の農業経営の
詞始を支援するため、就農
施設資金を優先使用したう
えで制度上の取扱から活
司できない場合(中古住宅
の取得など)を補売する資
埜

i000万円以内 2年以内 ,Aて定める

市　　嚇義的

l JAの正組合員(予定
を含む)
2認 定就農者で自ら
農業を始める者
3認 定就農者で農実
を開始してから通年
で経営実績が3期未
満の者

北海道信連
新規就農者資金

新規就農者向けの各種制
度を優先活用したうえで、
‖J度上の取扱から活用で
きない、または活用した場
合に資金繰りこ支障を来
す場合に補完に必要な資
金

5000万円以内

(g五賞査まう00万Pl以内)

!住宅文査は, 0 0 0万円以内

■年 以内

(重電資金ば
10年以内)

重動金利
資金使途に
より異なる

」本で定める

新規就農者 (新規参入者)への支援施策-5

(畜産関係での組み合わせ例)

公社営農場リース事業(国&北 海道)

離農畜産農家の経営資源を新規就農者が円滑に継承することに支援し
生産力及び農村地域の活力を維持する

<次 の事業を組み合わせて実施:H24(2012)年度時点>
口農地保有合理化事業
離農農家の農地及び施設を北海道農業公社が買い上げ新規就農者に
5年間貸与後売り渡す

"農畜産業機械リース等支援事業
新規就農者が営農開始に必要な農業機械をリースする場合物件購入相当の
1/2以 内を支援

口強い農業作り交付金
離農農家の牛舎等施設の整備及び牛の個体導入を支援(175千円/頭 を限度
・40頭 以内)
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公社営農場リース事業の実績

O S 5 7 ( 1 9 8 2 )～H 2 4 ( 2 0 1 2 )の間の累計で3 4 6戸が就農
<内 訳>

酪農新規参入 1292戸

酪農移転 拡大:40戸

耕種型 1 14戸

※耕種型農場リース事業はH12(2000)迄 実施
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新規参入者への就農支援システム事例-3

(2)常設研修農場による支援システムー2

<(有 )浜中町就農者研修枚場 >

<経 過>

浜中町内で就農を希望する研修生の実践的な研修施設として、町及び」Aによって

平成3年に開設され、平成16年 に法人化

現在は本場及び1分場によって構成され常時5～ 6組の研修生が研修中

<研 修の概要>

O募 集要件
「やる気」「根気」「元気」「地域ときちんと向き合える気賞」

酪農経験は不問。年齢は「おおむね40歳 」までの者(「体力的」な問題。牧場貫い入れ時の

多額な借入金の返済を考慮)自己資金額の条件なし

研修期間、おおむね3年程度

研修期間中は、牧場従業員として夫婦で25万円/月 (妻:バート契約)を支給

O現 在研修者1本場4組(3人)、分場1組 (2人)
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新規参入者への就農支援システム事例-5

(4)UA出資法人型-2

<佐 呂間町「(株)ドリームファーム」>

<経 緯>
従来、新規就農の受入にあたり公社営農場リース事業を活用していたが、年間の枠が限られる等
様々な制約があることから、」Aが研修農場の意味合いを持つ法人として平成20年に(株)ドリーム
ファームを立ち上げた。

く概要>

O施 設等―式は離農者から」Aが買上 破修し、法人に賃貸する方式。

O就 農希望者は研修期間中の概ね2年間、法人の従業員として雇用する。

0研 修終了後に農場を就農希望者に譲渡し営農開始。

0法 人の構成員には」A理事が就任し営農技術等の指導を行う体制をとっている。

OせAは法人設立の時に助成や資金援助を行い、就農希望者が法人の施設を取得する障!t資金対
応等の支援を行う。

(株)ド リームファーム

交料 JAヽツク すじ車宮売型全融の取り相手拘より笹理

新規参入者への就農支援システム事例-7

O地 域内農業者による支援

く美深町「R&Rお んねない」>

O経 営資源の逸散が防げる

〇継承後の経営者の負担が少なく
金管理面のリスクも少ない

干
燥
摩
立
　
　
　
研
修
指
導

2年間

程度
′

★取り組み事例

(美深町「R&Rお んねない」)
○ メンバー 1美深町思根内地域の酪農家3戸

○ 設立目的!地域の酪農家の担い手を確保
(居技きによる経営継承)

○ 設立年 :平成Ⅲ5年

○ きつかけ:地域内の酪農家が減少していることから
地域交流農作業の助け合いなど地域活動
が困難となる
生産基盤 地域活動を活性化あるいは

現状を維持するためによ 地域に若い後

継者(担い手)が居ることが求められる

後継者のいない酪農家の土地 建物
機粒や長年おつてきた技術 矢哺虜 経験を
継承していくことで担い手を確保していく。

○ 活動内容 i研修1年 目は 会員酪農察全戸で技術
習得 2年 目は継承予定農場で研修後
3年 目から居抜きで経営を推承。

○ 経営推承に向りて1会員全員で面捜により研
修生を受入を決定 農地 施設等の
適正評価 無理のない規模から生産

を維持し継承.
○ サポード会員酪農家全戸で研修することか

ら地域との交流が可能 経営継承後
についても地域全体としてサポートを
ll続
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農業経営継承事業(日本版ファームオン)-1

(継承希望者の事業対象年齢は45才未満です)

ギ輔品翻部勢届嘉
‐〕
1 師 |

システムで、既に11戸で
継承が完了してい

°g角岳雲ま翌札留の

O北 海道の経営は
大規模なので、継承
希望者に一定程度の
自己資金が必要となり

営

承
意

経
継
合

O就 農時には合理化事業の
活用による農地の継承が可能
す

〇経営継承事業を利用して移譲された経営体(農場)

NO
議

月

移

年
住 所

移譲者

年齢

(才)

継承者

年齢

(才)

前  職
経営作目

(頭、ha)
備考

1 H22年 1月 天塩町 57 29 牧場従業員 賂農(48、48)
2 H22年 11月 美深町 79 35 牧場従業員 :(40、30)

3 H23年 1月 清水町 66 24 略農ヘルハー :(105、56) ○

4 H24年1月 天塩町 64 25 究場従業員 賂農(55、71)
5 H24年1月 北見市 68 29 酷農ヘルハ

°
賂農(43、49)

6 H24年 4月 遠軽町 65 31 牧場従業員 llE作(―、385)
7 H23年4月 遠軽町 64 55 会社員 賂農(53、28) O

8 H23年フ月 剣‖路市 63 26 牧場従業員 賂晨 (32、34) O

9 H25年 1月 足寄町 63 33 牧場従業員 農(40、30)

10 H25年2月 稚内市 59 32 略農ヘルハー 蛤農(78、60)
1 1 H25年 4月 清水町 65 30 酪農ヘルハ

°
賂農(50、195)

<備 考>

N03は 継承者と継承法人を設立しH26年 完全移譲予定

N07は 体験研修後地域農業者と法人を設立して移議

N08は 体験研修3方月で移隷
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農業経営にチャレンジ !!

農業で自らを試す

気概を持つた若者
に期待

さまざまな
就農への
プロセス

技術習得&自 己資金
蓄積期間

」、

1 先 進農家で研修 |

1轟震聖ン

1農業研俸機関で研倭|

1轟憲肇騒蜜基品修〕|
1 農 案法人に就業 |
1 農 の雇用事業  |

|ョ軒鞘鶏 |
1 農 の雇用事業  |

く新たな経営創出タイプ〉

競農支援資金(施設)

青年読農描付金
字 の 他 各 誼 す 揺 客

崩農支援資金(施設〉

青年就農結付金

字の納各種官揺装

く雇用抗農タイプ〉
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 ヽ__

北海道 における新規就農者 の推移

北海道農政部調べ (リース事業は実施年度)

新得 レデ ィースファーム ( 帯広畜産大学資料 より)

年 次 14 16 17 19 22 23 24

新規就農全体 653 611

邸農への新規就農 174

内新規学卒 110 111 119 91 51

内uターン 63 54

内新規参入 l J 31 21 17

内菖場 リース事挙 13 14 9 7 1 1 9

年 度 応 募 者 数 選 考 者 数 入 校 者 数 修 了 者 数

平 成 8 年 唐 13 10 10 0

94モ 膚 4 9 11 11

10年 度 25 10 10 10

1 1年 度 3 0 10 11 10

12と =膚 19 13 12 12

134千 ,雪 14 13 13 6

1 4年 度 14 11 11 3

154千 膚 21 13 13 12

16と =唐 15 13 13 10

1 7年 度 10 10 9 7

1 8年 度 12 10 10 5

19年 膚 9 9 9 7

204軍 層 10 10 10 7

2 1年 度 9 9 9 9

22を =庫 17 9 8 7

23年 度 17 10 10 10

2 4年 度 15 10 9 6

合 計 299 181 178 146

応募状 1 / L
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平成 1 7 年度 か らは応募者数が減少 し、入校者 が 1 0 名 を下回る年 もある。

2  ス クール入校十の出身地 ( 研修 中止者含 まず )

30

70

60

50

40

30

20

10

0

コ

口 _ |
| | _ _ | I E _ |

道内 東北 関東 信越 Jヒ隆 東海 近餞 中国 四国 九州

関東や近畿地域の出身者が多い !!!

3  ス クール修 了生 ( 1 4 6 名) の 状 況

口町内津業従事(26%)

■町内その他(9%)

■道内農業従事(22%)

■道内その他(6%)

口道外農業従事(5%)

口道外その他(32%)
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「最北の村にようこそ」新規就農を考える IN猿 払村セ ミナー資料

tな財〕‖モ汚〕資讐仰 !北キ消,普"i 手ヽ吉比セン■-1で1ま色市町ll迪lu追ぃ=者由セン十一ttr

町キJ、こ実養R■、ほ颯〕や置業改員営ユセンターなどこ担様をしなlJlら、北打減ては☆七岩わたい、供単

古Aに所戦したと'とこつている方 い々ために就正可体、倍韓長習●賞ユれ先●紹介やよA情報の網■
ュfru般1,貰■画わ■となどtま資t蛸めるたみ|「必軍r.ェ↓に,いてlH設にF●アドフfイス1′ています,

回自分の描いたイメ
ージをここで整理してみましま3

潰草を浩じおたい、出業法人r就鞘じヽ い)PFttt■■ttt,てみたlⅢⅢ=ど どう,たらい,i4お
卜:

J陶通虫受lgぃ手首就センヤーては、乱迷=一デヤキーター1ヤ詢 甲`やすく,日ま!=●じます,

1 丘 観と48ml境 前碁悼

3 自 分はど0タ イプ

はヽ討,13輝H二単去41しtl道理業にい手膏lJヒンターiftま、ユキ活よへ"就葺によ品討Rキニ■ヽ
経拒磁単担/1t軍価し主in

呂 自分はどんな白集士イメヨジしていうか
1まコをUす奇ことです。
3とん■4群毬ヽ おお・(3単母単なり
骨IIA【討家予3〕
0ど れを推て単最すStH〔自営 VHEなどⅢ
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口就農までのステップ

※「業業への新規参入Jとは、農業以外の職業から新たに就農することを指します。

●人のつながり……

●技術の習得   ―
●資金の確保 … ………

●農地の取得 ……

多くの人に知つてもらう。信頼関係の醸成

変化に対応できる技術を身につける

生活資金、機械や施設の購入、運転資金

農地を買つたり借りたりする

●農場リース事業を活用する(酪農に限る)
1北 海道農業公社が離農震家から自い入れ整備した農地や施設を一時信り入れ(5年 以内)その後、買い取
る仕組みです。
‐たたし、長業経験2年 以上、40歳 未満の方、就農時に一定額の営農資金を用意できるかなどの道性適格案
件があります。

●縄宮を引き継ぐ
離農したい農家と一定期間農業を共に行い、農業技術や経営方法を習得した後、農地や施設を譲り受けて
新規に農業を開始する方法です。日本版フアームオン事業が活用できます。

●経営のフヽ一トナーとなる
既存の農家で一定期間研修をし、相互に理解力Y早られたら共同で経営をする方法です。
また、農業生産法人で、研修生あるいは従業員として働き、相互に合憲が得られたら構成員となる方法です。
道内の市町村の中には、新規就農者を支援するために特別措置条例なとを設けて装励金の交付や制度資
金の利子補結などの支援をしているところがありますので、詳しくは該当地域担い手育成センターにお
問い合わせくたさい。
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事 前 準 備
一定の翔間、研修を受けて就農地 市町村が決まるなど就農が確実となつた段階で 地域の

関係機関の指導を受けて就震計画を作成し、北海道知事に中請します。

■‐!tl

どムタな作物をlTるのか どこで農業を始めるのか いつとこで技術を習得するのか、資金を

とうするのかなど 営展開始に向けた具体的な計画を作咸しますb】▼来の捜業経営の構想 就

農D尊就典 5カ 年イその目標、研修計画、経営開始計画、資金計画などを記載じます。

就農予定地の市町村、農業改良普及センターに相説してくださしヽ】

や観 ヤ

認定希望者は市町村から振興局を経山して、道震業経営評に提出されます。

■8母隔声

t聾懸圏国目聾塞圏醒理璽醒遷堅聾圏郵軽聾饗踊u=町騨己子i喜弾理圏軍昭騒醒題日国圏圏園題露寮国暁整郵
北海道就農計画認定委員会の需査を受けます。

就震計画が北海道知事の承認を受けると 「認定就農者Jとなります。

戦

就薫研修

認定までの流れ

母
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就農支援資金の金利鎌利子貸付

先進農家での研修や研修教育施設で行う場合の研修資金や就農準備のための資金、経営開始のた
めに必要な資金を利用できます。

マンツーマンの指導援助

自農計画作成から経営が確立するまで、関係指導機関、指導農業士等から指導が受けられます。

農業近代化資金での特例措置

就農計Blに基づき就農に必要な農業近代化資金の償還期限、指富期間の特例措置を受けることが
できます。

盛業敵良資金での特例措置

就震計画に基づき就農に必要な施設の設置等につき、経験不足による収益性のリスク軽減のため
に、据露期間、償還期間の特例措置を受けることができる。

就農認定者には農地の報旋などが受けれます。

当面の生活雷が必要です(北海道農家経営統計調査による)。
例えば、1年間 人々当たり120万 円、2人 で240万 円。一定の収入が見込まれるまで2年 として
240万 円X2年 車480万 円必要。

営農開始のための自己資金がいくらありますか

例えば、(営農開始時の生産資材)
全国新規就農相談センターの調査によると、新規就農者が農業を始める際に用意した資金の平均額
は約900万 円といわれています。また、北海道農業壇い手育成センターが調査した結果を見ても
相当な金額を準備する必要があります(資料の項22ペ ージ参照)。

制度資金及び支援措置の済用

資金を信り受ける場合は保証人が必要となります。

忘れやすい税金、盛業者年金の保隈料
●市町村民税、国民健康保険税(前年の所得に課税されます)。
●国民年金は20才 以上60才 までの全員加入

※資樹編に新規就農者(新規参入者)の実態調査結果がありますので参RRしてください。
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(2)津業経営極君事業

体験中は無報酬、

農場までの交通費は体験者の自己負3B

原則として移韻者宅に宿泊、

連続できない場合は分割も可

体験費用の―部助成として、

農場側に1件あたり2万円を助成

(体験者には全国震業会議所力塩担する

傷誉保険に加入)

↓
継 謝金等として月輔 1明 円を助成

進行状況のCn3助 言等、

想営継承合意富の御戎支援

必要に応じ税理士などの専円家を派遣し、

権利関係を胴確化

皿
謡渡希望者の要件 t後継者がおらず、5年以内に経営を中止して第二者に移議する意向があること

継承希望者の要件 :農業経営を行つておらず、独立就農に意欲を持ち、地域の担い手になれること

研修にあたつては、「雇用契約Jを締結
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就農後、生産技術や経営上の問題を解決するためには、その地域の農業改良普及センターの普及指導
員や農協の営農指導員、場合によつては先輩農家の指導を受けることが求められます。
農業経営は、計画に沿つて手際よく進めることが大切です。経営と生活の安定が早期に図られるよう、
わからないことは関係機関 団体に積極的に相談しましよう。様々な機関 団体がサポートしてくれます。

(1)農 業豪員会

農業委員会は、市町村役場の中にあります。農業委員会選挙て選ばれた農業委員を中心に組織さ
れている行政委員会で、地域の農業の担い手を育てることにも力を入れています。新しく就農を希
望する人が農地を取得するには、最終的に農業委員会での書議が必要ですので、あらかしめ色々相
談しておくのもよいてしょう。
《業務内容》
0農 地法の許認可
■農地の斡旋

(2)農業協同組台(農協)/愛称(JA)
市町村には農協やその支所があり、農業経営や農村生活をする上で重要な役害1を果たしています。
農協には、その上に都道府県段lSt、全国段階の連合会があります。大部分の農家が組合員として加入
しています。

《事業内容》

め農業資材、生活物資の斡旋

つ農畜産物の集荷や販売
r 営ヽ農や生活資金の貸出

e各 種の制度資金の借入の主な窓日
●預金の引受

(3)(公財)宮L海道盛業公社 北 海道農業担い手旨蔵センター

(公財)北海道農業公社 北 海道農業担い手育成センターは、新規に就農しようとする意欲的な人
を支援するための北海道知事の指定を受けている法人です。
《業務内容》

8就 農相談

0就 農時のさまざまな支援活動
C無 料職業紹介

(4)農業改良普及センター

《事業内容》

密Fvt震相談
0就 農関連の情報提供
●営農計画の作成についての相談
●研修先の紹介

,生 命共済など、営農と生活全般
=制 度資金ではまかなえない営農資金の貸出
1就農に関する情報提供

!農 業技術等の研修教育、就農準備のための

就農支援資金の貸付

,就農に関する情報提供

|1農業技術等の研修教育、就農準備のための

就農支援資金の貸付

い常J度資金の活用などの相談
0農 業改良資金の受付窓口
F 経ヽ営発展段階に応した個月Uの技術 経 営指
導など、一貫した支援活動

(5)地域担い手育成センター(175地 域)

地域担い手育成センターとは、道内各市町村における「就農 体験実習受入などの窓日Jで、市町村
(市役所 町村役場)、農業委員会、農協へ振興公社、振興機構のいずれかとなつています。
●震業委員会 (6町11)

厚沢部町、赤井】‖寸、豊富町、大空町、置戸町、厚岸町
●農   協 (2町村2JA)

」Aひ ろお、」A中札内村
●市 町  村 (167市 町村)
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(1)《震業で使われる単位》
1町 (ちよう)=31000坪 ■ 100a(ア ール)=lha(ヘ クタール)=101000市

1度 (たん)=300坪 ■ 10a(ア ール)=1,000ド

1畝 (せ)  =30坪 ■ la(アール)=1 00 nf

l坪 (つぼ)=33市

1間 (けん) =コ 8m

(2)《担い手の用露》
●農業の担い手(現に農業を担うもの)
*認 定就農者  !新 規に農業を始めようとするものが就農に必要な農業技術等の習得し、就農時

における農業経営の目標なとの位置づけについて自らlJ来の5カ 年間の農業
経営計画を記凱し北海道知事の承認を受けると 「認定就農脅」となり、就農
に必要な支援制度が利用できるようになる。

キ認定農業者  !自 ら計画的に農業経営の改善を図ろうとする意欲と能力のある農業者であつて

5年 後を目標として作成した農業経営改善計画を市町村長が認定した者。
*農 業生産法人 !農地法の規定を満たして農地に関する権利の取得が認められている社団。
●新規就農者(これから農業を担う者)
*新 規学卒就農者 i農家出身者で学校を卒業後、直ちに就農した者。
*Uタ ーン就農者 !農家出身者で他の産業に従事後、就農した者。
*新 規参入者  i農 業以外の出身著で就農した者。
●指導農業士とは、地域の農業の担い手を育成する指導的な役害Jを票たす農業者で、北海道知事に

より認定を受けた農業者のこと。

(3)就 震 す る た め に 準 備 し た 自 己 資 金 に 彼 料は船 触 苦節 49A姑 鵬 醸 卿 査にOn繰 恥 22帥 透 より引船

ア 就 農のために準備した自P_資金(営農 生活)

イ 全 国調査 (20戸)と公社独自調査結果より(H22年 11月調査)

◎酷農での自己資金が500万 円程度で済むのは、支援制度が整つているため。
◎野菜 花きなどの施設国芸は、800～ 900万 円程度となつている。
◎必要とする生活資金は、家族構成などによつて異なるが、一般的には2年間分程度。
◎酷農は、基本的に生乳販売収入が毎日見込めるので必要とする生活資金は比較的少ない。

200万 円未満

200～ 400

4 0 0 ～ 6 0 0

6 0 0 ～ 8 0 0

800万 円以上

200万 円未満

200～ 400

4 0 0～ 6 0 0

6 0 0～ 8 0 0

800万 円以上

経営別自己資金

酪農経営(17戸 )

野菜経営(28戸 )

花き経営 (7戸)

具崩経営 (7戸)

畑 野菜経営 (3戸)

その他経営 (7戸)

600  700  800  900  1000
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( 4 )先 曽 か ら の ア ド′｀イ ス 怖規就購 価規う入罰 優 鰻掛査様 化海道懐葉担い手動 t力 押 舶 9年6月調 2 3年3朋 掛 より引尉

ア 技 術習得
～どのように技術を習得したか。技術習得に当たつて～

●始めは普及センタ
ーから基本を習う。その後は詳しい農業者回りをする。

●他人の良い事を盗む。本を読む。思つた事はやつてみる。先整に聞く。

●どんな仕事(汚い、嫌)でも進んでやる努力が必要。就農後は全て自己完結なので経験しておく
へき。

●希望作目 品種、地域選定をしつかりしないと失敗するだろう。

●酪農経営や技術は、1年づつ2戸 の農家で実習、その後6年 間の酪農ヘルパー中に習得。畑仕事
はヘルパー期間中に手伝いながら(勤務時間外 休暇日等)習得した。

イ 資 金の確保
～資金の確保、自己資金はどのくらい準備すべきか。～

●融資のための保証人確保が大変～家族が生活可能な資金は必要。

●就農支援資金と自己資金。就農時には1年分の生活費が必要。

●①3年間無給で生活可能な自己資金。②就農時の施設 機械等の経費の6割以上自己資金。

③土地購入費の3害J以上の自己資金の確保が必要。

●農業の収入は販売後となるので、その間の運転資金(最低1年位の生活資金を含む)を準備、小
慶具等にもメクラ経費がかかる。

ウ 農 地の確保
～どのように農地を選択し、農地を確保すればよいか。～

●1年以上かけて選択した。作物栽培に適しているか、悪い場合自力で改善可能か考える。10年先
を考/L発展性の有無を判断する。
●町、農委で話を進めて賞い、複数の候補から決定した。公的機関 組織の協力が必要です。
●借地から始めたほうが良い。
●経営形態 作目が決まつている場合は、それに合う場所をさがす。条件は排水良好地、年中使え
る安い水。住宅と農地は近接。風向 日qllの良い場所。出荷先が近い。一生そこに住むため十分時
間をかけて探す。

●農委 役場の斡旋。農地の実状や気候は地域の人しか分らないので、地域農家との信頼関係が大切。

(5)就目後の経営状況

就 農 何 年 目 か ら 農 業 所 得 で や つ て い け る よ う に な つ た か 。 偲抹所得の確保状況平成2 2年6月離 )

'0声
(0%)

就典2年目から 5戸 (33%)

酪農経営就農後の成果(15戸 ) 野菜経営就農後の成果(26戸)
今後5年以内にメド メドが立たない メドカ立たない

7戸(27%)
就熊1年目から
5戸(19%)

統農24日 から
3戸(12%)

就農3年目から
2戸(3%)

就農4～ 5年 目
から

1戸 (7%)

粥展3年 目から

3戸 (20%)

就農1年目
から
5戸(33%)

今後5年以内にメド
3戸(30%)

就喪4～5年目から
1戸 (4%)

花き 果欄 その他経営就農後の成果(27戸)

メドわ位たない
8戸(30%)

就農2年目から 1戸 (4%)

就農3年目から 1戸 (4%)

前湊4～5年目から
3月( 1 1 % )

今後5年以内にメド
12F(44%)

就盛1年目から 2戸 (7%)
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酪農経営移譲 手法 開発事例

「沖縄 県で の酪農経 営移譲事例報告 J

報告 1
一般社 団法人酷農ヘルパー全 国協会

事業第 1部 長  安 田 正 弘

沖縄 県酪農農 業協 同組合 の経 営移議 手法 開発事例

新規就農状 況 の取 り組 み の調査 を 目的 に、今 回、沖縄 県略農 農業協 同組合

を訪 問 しま した。 同酪農 協 は昭和 4 9年 に設 立 され 、今年 で 3 9年 目を迎 え

ます。今 回は、代表理事組 合長 の新里 重夫 氏、参事 の入場 良保 氏 、販 売課

長 兼酷農振 興対策室長 の金 城孝 男氏 に、 同酪農 脇の現状 と今 後 の取 り組 み

につ いてお聞 き しま した。

1  略 農概況

現在 の酪農 家戸数 は 6 8 戸 、平成 2 4 年 度 の出荷乳量 は 2 3 , 1 3 3 トンで 、戸

数 は年 々減 少 してい ます が 、 出荷 乳量 は略農 家 の努 力 で何 とか維持 出来 て

い るものの、 これ 以上戸数 が減少す る こ とは何 と して も避 けな けれ ばな ら

ない との強 い危機感 を持 つて、新 規就農者 の確 保 に向 けて取 り組 んでい る

状況 との こ とです。

2  酪 農経営基盤 の維 持 に向 けて

後継 者 不足 に よる廃 業 が最 大 の課題 で あ るが、管 内の大型 牧場 で従 業員

と して働 い ていたJ r j 縄県 出身 の 2 名 と今 回取材す る横 井 直彦 さんの計 3名

が、廃 業予定 の酪農 家 の設備 、乳 牛等 を居 抜 きにて継 承 して新 規 に就農す

るこ とが され ま した ( 2 3 年度 : 1 名 、 2 4 年 度 1 2 名 ) 。

今 後 も、沖縄 県 の事業 「新 規 5 t 農
一環 支援事業 Jを 活用 して、今 後 も廃

業予定 の酪農 家 の施設 、乳 十 を居抜 き継承 出来 るよ うに組合 上 げて取 り組

み、酪農基盤 の維持 を図 つてい く、 との こ とです。

3  ヘ ルパー事業 につ いて

現在 、 同時農 脇管 内には 2つ の酪農 ヘルパ ー利 用組合 が あ り、利 用組合

参加 戸数 は合計 で 3 5 戸 ( 南部 i 2 8 戸 、 中部 , 7 戸 ) 、管 内酪農 家 の半数以

上 が加入 され てお ります。

特 に、利 用組合 に参加 され てい る酪農 家 は若 い方 が多 く、年 間 の利 用 日

jb百万ために霞日難 歓tう1
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数 は 2 2 日 を超 える状態 が続 いてい る との こ とです。酪農 ヘルパー要員 は専

任 ・臨時含 めて 2つ の組合 で 9名 ( 南部 : 7 名 、中部 : 2 名 ) V ヽます が、 こ

れ 以 上、利 用希望 が増 え る とヘル パ ー が不足す る事 態 にな りそ うだ、 との

こ とです。

今 回 、新規就農 者 3名 の 中で、今 回、新 規就農 を され た一人 で あ る横 井

牧場 を訪 問 しま した。

棋 井 さんのプ ロフイール

横井牧場 は、経営主 の枝井 督彦 さん ( 3 9歳 )、奥 さんの美群 さん ( 3 5歳 )、

長女 の終均うちゃん (小 1 ) 、 長 男 のだ笈 くん ( 4 歳 ) の 4 人 家族 です。

経 営 主の杖 井 さん は、神奈 川 県小 日原 市 の出身 で、奥 さんの美鈴 さんは

施 児 島県鹿 児 鳥市 の出身 で 、横 井 さんが全酪連庇 児 島駐在 時代 に結婚 され

ま した。

横 非 さん は、平成 8年 3 月 に大学 を卒業後 、全酪道 に入 会。平成 1 1 年 2

月 に全 酪連福 岡支所 に具動 とな り、購 買推進 課 に勤務 され 、飼料 の受発注

業務 を経 験 して 、鹿 児 島県 、沖縄 県、福 岡県 内で酪農 t S L 場で の飼料推 7 f l 業

務 を経験 され ま した。

就農 までの経緯

全 賂l u 福岡支所 時代 に、沖縄 県酪農 農 業協 同組 合 に駐在 し、沖縄 の魅力

に触 れ 、沖縄 に永住 しよ うか とも考 えま した が、家族 の こ ともあ り、
一

旦 は断念。 しか しなが ら、福 岡 に異 動 となって か ら、改 めて、沖縄 で酪

農 をや りたい 、 とい う思 いが強 くな り、 t H 縄県酪農 協 に相 談 を していた

ところ、居 抜 き継 承 の話 が持 ち上が り、思 い 切って全酪道 を退職。 そ し

て、2 4 年 3 月 に沖縄 県糸満 市 に移住 し、■L f 承予定 の酪農 家 にて研修 を開

始。 当初 の予 定で は継 承 まで に半年位 を考 えてい ま したが、 ご主人 が病

気 にな り、予定 よ り早 く同年 4月 に 4 0 頭 牛舎 、搾乳年 1 2 頭 、ふん尿処

理用 のバ キュー ムカー等 を継 承 し、新 た に経営 主 としてス ター ト。 牛合

- 3 2 -



敦 地 ( 4 0 0 坪 ) は 前 の経 営主 の親成 が持 ち主 のた め、賃借 してい る との

こ と。前 の経営主 か ら引 き継 いだ搾乳午 1 2 頭 と、北海道 か ら導入 した初

妊牛 1 5 頭 、計 2 7 頭 で酪農 を開始。就農 に際 して牛合 の改造 を行 ないま

したが、 これ には、沖縄 駐在 事態 に付 き合 いの あった地元 の青年 部 が手

伝 つて くれ たおかげで、短期 間でかつ安価 にす ます こ とが 出来 ま した。

現在 の経営概 況

現在 は、経産牛 3 1 頭 ( 搾乳午 2 8 頭 ) 、初妊牛 6 頭 、育成牛 3頭 の経営規

模 で、昨年産 まれ た メス子 年 1 5 頭 は沖縄 県家畜改 良セ ンタ
ー に預託 してい

ます。

労働 力 は、本 人 、美鈴 さんの 2名 ( 酪農 開始 時 は、前 の経 営主 のl l ■さん

が朝晩 の搾 乳 時 にはパ
ー トと して勤務 していただ いていた が、 ご主人 の病

気 のた めに途 中か らは夫婦 2人 で管理 してい る)。

棋 井 さん本 人 は、全 酪連 職員 とい うこ とか ら乳午 につ いて の知識 は持 つ

て いた ものの、実際 の酪農 現場 で の経 験 は少 な く、 また奥 さんの美鈴 さん

は全 くの素人 で あ り、お互 い に試行錯 誤 を繰 り返 しなが らの
一
年 で した、

と話 され ていま した。

飼料 につ いて は、前 の経 営 主時代 か ら白給飼料 を作付す る固場 は無 かつ

たた めに全量購 入 し、分離 給与方式 で管理 しています。

ふ ん尿処理 につ いて は、 自然 流 下式 の構 造 のた め、近 隣の さと うきび栽

培農 家 の回場 にス ラ リー で散布 して処理 してい るもの と、
一
部 、t r 積 ・4 L ・

酵 した もの につ い ては近 隣 の野菜農 家 に無償 で分 けてお り、今 の ところは

問題 な く処理 出来 てい る との こ とでう。

今後 の夢

就農 して まだわず かであ り、子供 も小 さい こ とか ら、現在 の頭数規模 で、

個 体能力 を引 き上 げて、少数 精鋭 で の経営 を 目指 してい る。 また、設備 に

つい て は出来 る限 り新 た な投 資 は抑 えなが ら、まず は経 営 の安 定 を第
一 に

取 り組 んでい きたい、 との考 えです。
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就農経 営移譲 手法 開発事例

報告 2 , 一 般社 団法人酪農 ヘルパ ー全 国 脇会

事務局長 佐 藤  元 二

沖縄 県糸満 市 で、元酪農 家 の牧場 の経 営移譲 を受 け、新規就農 を果 した横

井直彦牧場 を訪 問 し、その経 営移譲手法 開発 を調査 したので報告 します。

新規就農者 について

本人 、棋井 直彦 氏 ( 3 9 歳)

奥様 、

長 女 、

長男 、

美鈴 さん ( 3 5 歳)

柊羽 ちゃん小学校 1年 生

建友 ちゃん ( 4 歳 ) の ご家族 に大 2頭

i｀

午合 のだ―ド大

2  新 規就農 までの経過

横 井 さんは神 奈川 県小 日原 出身 で神 奈川 の大学 を卒業後 、就職 した全 酪連

で福 岡支所在 籍 中に鹿 児 島県 、沖縄 県駐在 中に新規就農 を果 したい希 望 を持

っていた。

平成 1 8 年 に鹿 児 島駐 在 中に結婚 し、 1 9 年 か ら沖縄柱在 で酷農 家 を巡 回

す る うちに酪農 家へ の希 望 は強 くな った。 平成 2 4 年 3 月 に退職 し沖縄 県酪

農農 業協 同組 合 で酪農ヘルパ ー を希望 したい 旨沖縄 県酪 に相 談 していた。

同年 3月 に新規就農 計 画 を実行 に移 した ところ、現在 地 に経 営移 譲 して も

梢 わな い との情報 を川1縄県難 の担 当者 か ら紹介 され た。居抜 き継 承 の話 を受

け、糸満 市 の牧場 で継 承 予定 の酪農 家 で研修 を開始 した。牧場 は東 シナ海 を

見下 ろす高台 に t D り、亜熱 帯 の沖縄 で風 が吹 き抜 け る環境 の良い場所 にある。

経 営移譲 す るまで半年 くらい を予 定 していたが、前 の牧場 主が病気 にな り

急違 2 4 年 4 月 に経営移譲 を受 けた。

家族でハイポーズ
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前の経 営者 は牧場 か ら 5 ～ 6 キ ロ程 離れ た 自宅 か ら通 い、蜂農 経 営 を行 つ

ていた ので住居 は牧場 内 には存在 してい ない。枝 非 氏 も牧場 か ら 3 分 程度 の

キ ャ ロ ッ トハ ウス ( 余談 ; 糸 満 市 は人参 の産地 で有名 なた めアパ
ー トに もそ

の 十々称 がつ いてい る) に 家族 で住 み近所 には小学校 が あ り、長 女 の柊 羽 ちゃ

んはその小学校 に通 ってい る。

長女、柊羽ちゃんが通 う小学校は牛合から望める。牛合から望める東シナ海

引 き継 いだ牧場 は牛 舎敷 地 4 0 0 坪 と 4 0 頭 木造牛 合 、堆 肥舎 、 ロス トル

式午合 で、搾乳牛 1 2 頭 、糞尿 処理用 のバ キュ ワ
ー ムカー等 で牧場敦 地 は前

の牧場 主の規成 が保 有 してい るため 1 0 年 契約 で賃貸 した。

4 0 頭 牛舎 搾乳機械 室 、バル ククー ラ
ー

経 営移譲 と同時 に乳牛導入 を行 い、北海道 か ら初妊 牛 1 5 頭 導入 した。 合計

2 7 頭 で酪農 を開始 した。 このた めの経 費 は牛舎施設 、昨肥合 、バ キュ
ー ム

カー、 ト ラクター等の買取 で約 5 0 0 万 円、 さらに乳牛 導入及 び午合 改修費用

で約 1 , 0 0 0 万円を要 した。

横 井牧場 は ロス トル 式 で あ るが、周辺 に畑 作農 家 が多 く糞尿 はス ラ リ
ー で

近 隣 のサ トウキ ビ畑等 に散布 で き る うえ、そ の他 、 回形糞 はt F 肥合 で堆積 ・

発酵 させ た ものが あ り、近 隣 の野菜農家等 に利 用 され てい る。糞尿 処理 では

大変有利 であ る。

調査 時点 では総頭数 3 8 頭、経産牛 3 1 頭で この うち搾乳牛 は 2 8 頭、出荷乳

量 は 7 5 0 ・. / 日で、乳質 は問題 ない との こ とで ある。
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育成牛は国頭村にある県の育成牧場に 1 5

/ 日である。沖縄県酪でも毎年 3 0 0 頭を入牧

頭預託 してい る。

し、 1 5 0 頭を下牧

預託料 は 6 6 0

してい る。

円

今後 の牧場 の規模 等 を尋ね たが、4 0 頭 牛舎 で もあ り、糞尿 の こ ともあ り最

小 の頭数 で有意義 な生活 が出来 る規模 でや つてい くとの こ とで あった。

また、 この こ とは、横 井 氏 が研 修 等 で作業 を休 む 時 には酪農ヘル パー を利

用 してい る。 平均 で月 に 2回 の利用 を してい る。

毎 日の作業 は朝 4時 に牛合 に来 て、搾乳等及び飼養 管理 の準備 、5 : 3 0 か ら

は搾 乳 を行 う。 奥様 は子供 を学校 に送 り届 けてか ら牛舎作業 に加 わ る。 夕方

の作業 は 3時 に搾 乳等及 び飼養 管理 の準備 、4 : 3 0 か ら搾乳 を行 い、7時 まで

には終 了す る。奥様 は この 間 に子供 た ち を学校 に迎 えに行 き、子供 た ちは一

緒 に牛合 の脇 にあ る休憩 室でお勉 強 を した り、牛舎周辺 で遊 んでい る。

左、安 田部長、中央左、県酪金城課長

中央右奥様  横 井 氏

けルゆう         し , う

建 友 ち ゃん  柊 羽 ちやん

育成牛 今朝 出産 しま した、親 子
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